
市民活動をＦＭラジオで発信！！ 

『つなげよう！市民のチカラ！』 

 

 

○第 2２回：2017年２月２６日（日） 

○ゲ ス ト: 取上町会 役員 鈴木國子さん 

 

鈴木さん 

 

○放送内容 

 

今回の放送では、取上町会役員の鈴木國子さんをゲストにお招きしました。取上町会は、

加入世帯数が松原町会に次いで、弘前市内で 2 番目に大きな町会となっています。 

町会の中で文教委員を務める鈴木さん、町会の中での文化的活動や運営の現状、若い世

代への想いなどをお話しいただきました。 

 

 

❑ 貴船神社のしめ縄作り 

 

 取上地区には 353年の歴史を持つ貴船神社がありますが、そちらのしめ縄作りを町会の

方々でされているそうです。農家の方々から譲っていただく藁を編むところから始まり、完

成したしめ縄を鳥居や神社の柱へ括り付ける大変な作業です。 

 高齢化の進む町会加入者の方々だけでは、しめ縄作りの存続が危ぶまれていましたが、一

昨年から地域の大学生が作製に参加するようになり、大きな助けとなっています。藁や縄を

初めて触る学生も多く、若い世代の参加が、町会の方々にとっても良い刺激になったそうで

す。 

 

 

❑ 町会活動の現状 

 

 町会加入者の高齢化、加入世帯数の減少などによって、いろいろな行事の運営が難しくな

ってきているそうで、伝統や文化の継承が途絶えてしまうことに危機感を感じていると鈴木

さんは話します。子どもたちにも活動に参加してもらい、身を持って体験することで、地域

の文化を学びながら地域住民と触れ合うこともできるのではないかと期待しているそうで

す。 

 町会を通じて、地域住民がコミュニケーションを取り合い、助け合っていける地域をつく

るために、学校だけではなく地域・家庭での教育も重要であると、気持ちを込めてお話しい

ただきました。 


